
 



 

 

 
メ キ シ コ と ⽇ 本 の 架 け 橋 と な っ た 芸 術 家 、 北 川 ⺠ 次  
約 30 年 ぶ り の 回 顧 展  
 

メ キ シ コ で 画 家 ・ 美 術 教 育 者 と し て 活 動 し た 北 川 ⺠ 次 （ 1894-1989）。  
⽇ 本 へ 帰 国 後 は 、 東 京 や 愛 知 を 拠 点 に 洋 画 壇 で 活 躍 し 、 ⼦ ど も の 美 術 教 育 や
壁 画 制 作 に も 挑 み ま し た 。 約 30 年 ぶ り の 回 顧 展 と な る 本 展 で は 、 北 川 が メ
キ シ コ 時 代 に 交 流 し た 作 家 や 美 術 運 動 と の 関 わ り も 視 野 に ⼊ れ な が ら 、 彼 が
メ キ シ コ で 学 び ⽇ 本 へ 帰 国 後 も 貫 い て き た 芸 術 へ の 信 念 を 再 考 し ま す 。  

ま た 本 展 で は 、 北 川 の 美 術 教 育 者 と し て の 側 ⾯ に も 注 ⽬ し ま す 。 北 川 は メ
キ シ コ で 野 外 美 術 学 校 の 教 師 を 務 め た 経 験 を 活 か し て ⽇ 本 で 児 童 美 術 学 校 を
主 宰 し 、 美 術 批 評 家 の 久 保 貞 次 郎 ら の 協 ⼒ を 得 て 絵 本 制 作 を ⾏ う な ど 、 創 造
性 を も っ た ⼈ 間 づ く り を ⽬ 指 す 美 術 教 育 に 携 わ り ま し た 。 現 代 で も な お ⽰ 唆
に 富 む ⾰ 新 的 な ⽅ 針 や そ の ⼿ 法 を 、 ⽣ 徒 の 作 品 や 当 時 の 資 料 と と も に 紹 介 し
ま す 。  

絵 画 作 品 約 70 点 を 含 む 約 180 点 の 作 品 と 資 料 に よ っ て 、 洋 画 家 ・ 壁 画
家 ・ 絵 本 制 作 者 ・ 美 術 教 育 者 な ど 多 彩 な 側 ⾯ を も つ 北 川 ⺠ 次 の 魅 ⼒ に 迫 り ま
す 。  
 

 
北 川 ⺠ 次  KITAGAWA Tamiji  
 
静 岡 県 ⽣ ま れ 。 1914 年 に ア メ リ カ に 渡 っ て 美 術 を 学
び 、 1921 年 か ら 約 15 年 に わ た り メ キ シ コ で 画 家 ・
美 術 教 育 者 と し て 活 動 。 1936 年 の 帰 国 後 は 東 京 の 洋
画 壇 で 活 躍 し 、 第 ⼆ 次 世 界 ⼤ 戦 後 は 瀬 ⼾ を 拠 点 に 制
作 を 続 け た 。  
 
 
1949 年  撮 影 ： 松 ⾕ 錦 ⼆ 郎  
 

 

企   画   趣   旨  



 
 
 

１  約 30 年 ぶ り の ⼤ 規 模 な 回 顧 展  

1996 年 に 開 催 さ れ て か ら 約 30 年 ぶ り の ⼤ 規 模 な 回 顧 展 と な る 本 展 覧 会 。 作 家
ゆ か り の 東 海 地 ⽅ を は じ め 、 宮 城 、 新 潟 、 栃 ⽊ 、 愛 媛 な ど 、 全 国 各 地 に 所 在 し
て い る 作 品 を ま と め て ⾒ る こ と が 出 来 る 貴 重 な 機 会 で す 。  

２  北 川 ⺠ 次 の 多 彩 な 活 動 を 紹 介  

洋 画 家 、 壁 画 家 、 絵 本 作 家 、 そ し て 美 術 教 育 者 な ど 、 様 々 な ⽅ ⾯ で 活 躍 し た 北
川 ⺠ 次 。 本 展 で は 多 様 な 作 品 と 資 料 か ら 、 ま だ ⼗ 分 に 知 ら れ て い な い 北 川 ⺠ 次
の 魅 ⼒ を 紹 介 し ま す 。  

３  メ キ シ コ の 精 神 を 汲 ん だ 国 際 的 な 作 家  

北 川 は メ キ シ コ で 様 々 な 作 家 と 交 流 し な が ら ⾃ ら の 創 造 性 を 育 み ま し た 。 同 時
代 の メ キ シ コ で 活 動 し た 画 家 ル フィーノ・タマヨや写真家ティナ・モドッテ
ィ、 北 川 と親交 のあっ た藤⽥嗣治な ど の 作 品 もあわせて 紹 介 し 、 メ キ シ コ と ⽇
本 の架け橋と な っ た 作 家 の姿に着⽬ し ま す 。  
 

 
《 ト ラ ル パ ム 霊 園 の お 祭 り 》 1930 年  名 古 屋 市 美 術 館  

 

展覧会のみどころ 



 

第１章 民衆へのまなざし 

 

第１章  ⺠衆へ の ま なざし  
 
ア メ リ カ のモダニズムの⽂脈を い か に汲んで い る か を メインに 紹 介 。 北 川 は ア
メ リ カ 時 代 に舞台美 術 の仕事を す る傍ら 、 アート・スチューデンツ・ リーグに
在籍し ま す 。ジョン・スローンら社会派の 画 家 たちか ら 学んだ「⺠衆を描く」
姿勢は 、 ⽣涯を通じ て 制 作 に お け る 重要なテーマの⼀つ と な り ま し た 。  
現実を ⾒ つ め 、 ⺠衆を 時 に は醜く も描く こ と に よ っ て 、 そ の背後 にある社会 の
⽭盾ま で 批判的 に描き 出 そ う と す る姿勢に 注 ⽬ し ま す 。  
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

展  ⽰  構  成 
 

《 鉛 の 兵 隊 （ 銃 後 の 少 ⼥ ）》 1939 年 、 個 ⼈ 蔵  《 焼 跡 》 1945 年 、 名 古 屋 市 美 術 館  

《 ⽔ 浴 》 1929 年 、 刈 ⾕ 市 美 術 館  

 
《 ア メ リ カ 婦 ⼈ と メ キ シ コ ⼥ 》  

1935 年 (1958 年 補 筆 )、 郡 ⼭ 市 ⽴ 美 術 館  
 



第２章  壁 画 と社会  
 
メ キ シ コ ・ ルネサンスの 壁 画 運 動 と の共通点 や差違を メインに 紹 介 。 北 川 は ⽇
本 へ 帰 国 後 、藤⽥嗣治の勧め もあり 、 メ キ シ コ の⾵俗を 壁 画 の よ う な ⼤ 画 ⾯ に
描き 、 ⼆科会 の 会員に な り ま す 。 戦 時中は 、 壁 画 を志向し た異時 同図的 な 画 ⾯
構成で労働者 の 様 ⼦ を描き 、 戦 後 は⽀配す る も の と さ れ る も の と い う構造 や 、
さ ら に社会問題を 主題と し て取り上げる よ う に な り ま し た 。  
絵 画 は 美 し く装飾的 で ⼈ の⼼を癒すべき だ と い う 考えを否定し 、強い メッセー
ジや思想を表現 す る 作 品 を描こ う と葛藤し 続 け た 作 家 の仕事を取り上げま す 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《 タ ス コ の 祭 》 1937 年 、 静 岡 県 ⽴ 美 術 館  

《 農 漁 の 図 》 1943 年 、 東 京 都 現 代 美 術 館  

《 ⼤ 地 》 1939 年 、 新 潟 県 ⽴ 近 代 美 術 館  

《 雑 草 の 如 く Ⅱ 》 1948 年 、 名 古 屋 市 美 術 館  



第３章  幻想と象徴  
 
壁 画 運 動 か ら距離を お い た メ キ シ コ の 作 家 たちか ら の影響を メインに 紹 介 。 北
川 は 1950 年 代 に 、 壁 画 の下絵 や部分 絵 と し て の 絵 画 を描く こ と か ら 、額縁に ⼊
っ た 絵 画 （タブロー） の 制 作 へ 関⼼を移し ま す 。 新 し い表現 を 模索す る な か
で 、 メ キ シ コ の 作 家 ル フィーノ・タマヨの 造形表現 を参照し ま し た 。宙を⾶ぶ
⼥性 や⿊い ⼈影な ど 、 シュルレア リスムに接近し た不思議な 絵 画空間 を描き 出
し ま す 。 ま た 、 戦 時 お よ び 戦 後 に描か れ た象徴的 な⾵景は 、 し だ い に社会問題
へ の婉曲的 な 批判に も つ な が っ て い き ま し た 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

  

《 メ キ シ コ 静 物 》 1938 年 、 東 京 国 ⽴ 近 代 美 術 館  《 岩 ⼭ に 茂 る 》 1940 年 、 個 ⼈ 蔵  

《 農 園 の 夢 》 1943 年 、 個 ⼈ 蔵  《 ⼯ 場 》 1961 年 、 豊 ⽥ 市 美 術 館  



第４章  都市と 機械⽂明  
 
メ キ シ コ の前衛的 な 芸 術グループか ら の影響を 紹 介 。 北 川 は 、都市や建物の⾵
景をダイナミックに歪んだ遠近法 で切り取り 、⼯場や 機械の形態の ⾯⽩さ に 注
⽬ し た 作 品 を 、晩年 に⾄る ま で 制 作 し ま す 。 こ れ に は２つ の影響が 考えら れ ま
す 。⼀つ は 、 メ キ シ コ 時 代 か ら⾼く 評価し て い た 、 ア メ リ カ の 画 家 、ジョン・
マリンの⾵景画 。ジョン・マリンはニューヨークの 1930 年 代 、急速に都市化し
て い く街の 様 ⼦ を⽔彩 画 に描き ま し た 。 も う⼀つ は 、 北 川 が メ キ シ コ に い た頃
の前衛動向、エストリデンティスモ。喧騒主義と訳さ れ 、 メ キ シ コ の未来派と
も⾔わ れ る 動向で す 。イタリ ア 出⾝の写真家 のティナ・モドッティも参加し た
こ の 動向に お い て 彼 ら は 、都市⽂化の象徴と も いえる⾼層建築や 機械、ラジオ
な ど通信技術 を取り上げま し た 。 本章で は そ う し た都市や 機械⽂明に 注 ⽬ し た
作 品 を取り上げま す 。  
  

《 ⾚ い 家 と サ ボ テ ン 》 1936 年 、 個 ⼈ 蔵  《 池 袋 ⾵ 景 》 1937 年 、 愛 知 県 美 術 館  

《 砂 の ⼯ 場 》 1959 年 、 愛 知 県 美 術 館  《 ⾚ い オ イ ル タ ン ク 》 1960 年 、 瀬 ⼾ 市 美 術 館  



第 5 章  美 術 教 育 と 絵 本 の仕事  
 
1920 年 代 に隆盛し た メ キ シ コ の 美 術 教 育 か ら の影響を中⼼に 紹 介 。 北 川 が参加
し た メ キ シ コ の前衛運 動「¡30‐ 30！」は ア カデミズム的 な 教 育 を否定す る も の
で 、 美 術 や⽂化を 知識⼈ か ら解放し よ う と す る姿勢を も っ て い ま し た 。 多 く の
⼈ に思想を伝達す る メディア と し て 機能し た の が複製可能な版画 で 、 壁 画 と は
違っ た か たちで 芸 術 を ⺠衆へ近づ け る役割を担っ た と⾔える で しょう 。  
ま た 北 川 はトラルパンとタスコ の 野 外 美 術 学 校 で 美 術 教 育 に従事し 、 そ の ⾃発
的 な表現 や 制 作 を尊重 す る理念 を 学 び ま し た 。 帰 国 後 は 、 美 術 批 評 家 の 久 保 貞
次 郎 ら と 交 流 し て「コドモ⽂化会」を設⽴、 絵 本 制 作 に熱中し ま す 。  
戦 後 は 、 画 家仲間 と 協 ⼒ し名古屋の 東⼭動物園で 児 童 美 術 学 校 を 開設す る な
ど 、 メ キ シ コ の 野 外 美 術 学 校 の理念 を ⽇ 本 で も実践し よ う と し ま し た 。 ⾃ 分 の
経 験 を も と に描く対象に対す る認識ま で描き だ す 、 と い う 教え⼦ か ら 学んだ 視
点 は 、 北 川 ⾃⾝の 絵 画 に も 活 か さ れ て い き ま し た 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

    

            

          

 

 
絵 本 『 マ ハ フ ノ ツ ボ 』［ 表 紙 ］ 1942 年   

 《 ロ バ 》 1928 年 、 愛 媛 県 美 術 館  《 結 婚 通 知 状 》 1929 年 （ ⽊ 版 ・ ⼿ 彩 ⾊ ）   

 
名 古 屋 動 物 園 児 童 美 術 学 校  集 合 写 真  

1949 年  撮 影 ： 松 ⾕ 錦 ⼆ 郎  
 



 

エピローグ  再 び メ キ シ コ へ  
 
メ キ シ コ 再訪旅⾏ を契機 に し た 制 作 の 展 開 を中⼼に 紹 介 。 北 川 は 1955 年 に メ キ
シ コ を 再訪し 、旧友と親交 を深め る と と も にモザイク壁 画 の可能性 に 注 ⽬ し ま
し た 。 メ キ シ コ の陶器と⽐較し 、 瀬 ⼾ の陶磁器産業の技術 ⼒ の⾼さ を認識し ま
す 。 さ ら に 1956 年 に は ア メ リ カ とヨーロッパを周遊し 、 ルネサンス以前のモザ
イク壁 画 に感銘を受け ま し た 。 ⽇ 本 へ 帰 国以降に は 、 瀬 ⼾ の職⼈ と 協働し て公
共の場所 に設置す るモザイク壁 画 の 制 作 に 次 々 と取り組み ま す 。  
瀬 ⼾市や名古屋市内に 現存す る 壁 画 を は じ め 、 北 川 ⺠ 次 の 芸 術 を 後 世 へ引き継
ごう と す る 活 動 の 紹 介 を通し て 、今な お ⼈ 々 に 愛 さ れ る 北 川 ⺠ 次像に も 注 ⽬ し
ま す 。  
 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

《 メ キ シ コ 市 場 の ⼀ 隅 》 1956 年 、 東 京 都 現 代 美 術 館    

瀬 ⼾ 市 図 書 館 陶 壁 原 画 《 知 識 の 勝 利 》《 勉 学 》《 無 知 と 英 知 》 1970 年 、 瀬 ⼾ 市 美 術 館  



 

 

展 覧 会名  ⽣誕 130 年記念  北 川 ⺠ 次 展―メ キ シ コ か ら ⽇ 本 へ  

Kitagawa  Tamiji  Retrospective:  From  Mexico  to  Japan  

会  期   2024 年 6 ⽉ 29 ⽇ （⼟）― 9 ⽉ 8 ⽇ （ ⽇ ）  ［ 62 ⽇ 間］  

開館時 間： 9 :30― 17 :00、⾦曜⽇ は 20 :00 ま で  

（ ⼊場は閉館の 30 分前ま で ）  

休館⽇：⽉曜⽇（ 7 ⽉ 15 ⽇［⽉・祝］と 8 ⽉ 12 ⽇［⽉・休］は 開館）、  

7 ⽉ 16 ⽇［⽕］、 8 ⽉ 13 ⽇［⽕］  

会  場   名古屋市美 術館  

〒 460-0008 名古屋市中区栄 2-17-25［芸 術 と科学 の杜・⽩川公園内］        

TEL： 052-212-0001 FAX： 052-212-0005 

主  催   名古屋市教 育委員会 ・名古屋市美 術館、中⽇ 新聞社、  

⽇ 本 経済新聞社、テレビ愛 知  

後  援    JR 東 海 、名古屋市⽴⼩中学 校 PTA 協議会  

協  ⼒   名古屋市交通局  

観覧 料   ⼀般 1 ,500（ 1 ,300）円、⾼⼤ ⽣ 900（ 700）円、中学 ⽣以下無料  

   （  ）内は通常前売・ 20 名以上の団体料⾦  

関連催事  ［学 芸員に よ る解説会］  

⽇ 時：① 7 ⽉ 13 ⽇ （⼟） 14 :00― 15 :00 

② 8 ⽉ 18 ⽇ （ ⽇ ） 14 :00― 15 :00 

会場：名古屋市美 術館 2 階講堂  

定員： 180 名（先着順、定員に な り 次 第締切）  

講師：勝⽥琴絵 （名古屋市美 術館学 芸員）  

※⼊場無料 。た だ し聴講に は 本 展 の観覧券（観覧済み の半券も可）が必要。  

公式サイト  名古屋市美 術館  https://art-museum.city.nagoya.jp/  

巡回先（予定）  

2024 年 9 ⽉ 21 ⽇ （⼟）― 11 ⽉ 17 ⽇ （ ⽇ ）  世⽥⾕美 術館［東 京］  

2025 年 1 ⽉ 25 ⽇ （⼟）― 3 ⽉ 23 ⽇ （ ⽇ ）  郡⼭市⽴美 術館［福島］  
 

 

開  催  概  要 

http://#


「⽣誕 130 年記念  北 川 ⺠ 次 展 ― メ キ シ コ か ら ⽇ 本 へ 」  
広 報 ⽤ 画 像 の 提 供 に つ い て  

 
特 別 展 「 ⽣ 誕 130 年 記 念  北 川 ⺠ 次 展 ― メ キ シ コ か ら ⽇ 本 へ 」 を ご 紹 介 い た だ く 際 の 広
報 ⽤ 画 像 を 提 供 い た し ま す 。 下 記 注 意 事 項 を ご 確 認 の 上 、 専 ⽤ フ ォ ー ム に よ り 申 請 し て く
だ さ い 。  

 広 報 ⽤ 画 像 提 供 依 頼 専 ⽤ フ ォ ー ム はこちら  
→ https://logoform.jp/form/mX9C/551679 

 
● 展 覧 会 を ご 紹 介 い た だ く 場 合  
・ 本 展 を ご 紹 介 い た だ く 場 合 、 記 事 ・ 番 組 内 容 に つ い て 情 報 確 認 の た め 、 ゲ ラ 刷 り ・ 原 稿
の 段 階 で 校 正 を 下 記 問 い 合 わ せ 先 ま で メ ー ル に て お 送 り く だ さ い 。 お 送 り い た だ け な い 場
合 、 掲 載 内 容 に つ い て の 責 任 は 当 ⽅ で は 負 い か ね ま す 。  
・ 掲 載 ・ 放 送 後 は 、 掲 載 紙 ・ 誌 、 ま た は 同 録 デ ー タ も し く は DVD 等 を 1 部 お 送 り く だ さ
い ま す よ う お 願 い し ま す 。 WEB サ イ ト の 場 合 は 、 掲 載 時 に URL を お 知 ら せ く だ さ い 。  
● 画 像 掲 載 に つ い て  
・ 画 像 の 使 ⽤ は 本 展 を 紹 介 す る 場 合 に 限 ら せ て い た だ き ま す 。 展 覧 会 終 了 後 の 放 送 ・ 掲 載
は お 断 り し ま す 。 ま た 本 展 会 期 中 で あ っ て も 、 再 放 送 や 転 載 を さ れ る 場 合 は ご 連 絡 く だ さ
い 。  
・ ご 使 ⽤ の 際 は 、 指 定 の キ ャ プ シ ョ ン 表 記 を お 願 い し ま す 。 た だ し 素 材 技 法 の 表 記 に つ い
て は 、 ス ペ ー ス が な い 場 合 は 省 略 可 と し ま す 。  
・ 画 像 は す べ て 全 図 で 使 ⽤ し て く だ さ い 。 ト リ ミ ン グ 、 縦 横 ⽐ の 変 更 、 ⽂ 字 や 他 の イ メ ー
ジ を 重 ね る こ と は で き ま せ ん 。  
・ 以 上 の 点 に ご 留 意 い た だ け な い 場 合 、 所 有 者 な ど と の 間 に ト ラ ブ ル が ⽣ じ る こ と が あ り
ま す 。その 場 合 、主催者側で は⼀切責 任 を 負 い か ね ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。  
・ 画 像 は 原則デ ー タ で の 送付と さ せ て い た だ き ま す 。必ずメ ー ルアドレス を ご 記 載 く だ さ
い 。  
●読者 プレゼン ト の 提 供 に つ い て  
・ 本 展 を ご 紹 介 い た だ く 場 合 、 ご希望が あ れば本 展招待券を貴媒体読者 プレゼン ト ⽤ に 提
供 し ま す (5 組 10 名様ま で )。 専 ⽤ フ ォ ー ム に て お 申 し込みく だ さ い 。  
● 展 覧 会 の取材 ・撮影に つ い て  
・ 本 展 の取材 ・撮影を ご希望の 場 合 は 事前に ご 連 絡 く だ さ い 。 ご 連 絡 が な い 場 合 、 お 断 り
す る こ と が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

【 広 報 に 関 す る お 問 い 合 わ せ 】  
名 古 屋 市 美 術 館 （ 広 報 担 当 ： ⿂ 住 ）  
〒 460-0008 名 古 屋 市 中 区 栄 2-17-25 TEL： 052-212-0001 FAX： 052-212-0005 
メ ー ル ： ncam_gakugei@kyoiku.c i ty.nagoya. lg . jp 



特 別 展 「 ⽣ 誕 130 年 記 念  北 川 ⺠ 次 展 ― メ キ シ コ か ら ⽇ 本 へ 」 広 報 ⽤ 画 像 ⼀ 覧  
画 像  キ ャ プ シ ョ ン  画 像  キ ャ プ シ ョ ン  
１．  
 
 北 川 ⺠ 次  1949 年  

撮影：松⾕錦⼆郎  

７．  
 
 
 
 
 

北 川 ⺠ 次《雑草の
如くⅡ》 1948 年  
油彩／キ ャ ンバス  
名古屋市美術館  

２．  
 

北 川 ⺠ 次《ト ラ ル
パム霊園の お祭
り》 1930 年  油彩
／キ ャ ンバス  名
古屋市美術館  

８．  
 
 
 

北 川 ⺠ 次《岩⼭に
茂る》 1940 年  テ
ン ペ ラ／キ ャ ンバ
ス  個⼈蔵  

３．  
 
 
 
 
 

北 川 ⺠ 次《アメ リ
カ婦⼈と メ キ シ コ
⼥》 1935 年（ 1958
年補筆）  テン ペ
ラ 、油彩／板  郡
⼭市⽴美術館  

９．  
 北 川 ⺠ 次《砂の⼯

場》 1959 年  油彩
／キ ャ ンバス  愛
知県美術館  

４．  
 
 
 
 
 

北 川 ⺠ 次《鉛の兵
隊（銃後 の少⼥）》
1939 年  油彩／キ
ャ ンバス  個⼈蔵  

10．  
 北 川 ⺠ 次《ロバ》

1928 年  油彩／キ
ャ ンバス  愛媛県
美術館  

５．  
 

北 川 ⺠ 次《タ ス コ
の祭》 1937 年  テ
ン ペ ラ／キ ャ ンバ
ス  静岡県⽴美術
館  

11．  
 

 

絵本『マハフノツ

ボ』（表 紙） 1942 年  

６．  
 北 川 ⺠ 次《農漁の

図》 1943 年  油彩
／紙 、板  東京都
現代美術館  

12．   
北 川 ⺠ 次《瀬⼾市
⽴図書館陶壁原 画  
勉学》 1970 年  グ
ワッシュ／紙  瀬
⼾市美術館  



 

【 50 ⽂字程度】  
北 川 ⺠ 次 の 約 30 年 ぶ り の 回 顧 展 。 約 180 点 の 作 品 と 資 料 で 、 メ キ シ コ と ⽇ 本 を
越境し て 活 躍 し た 作 家 の実像に 迫 る 。  
 
【 100 ⽂字程度】  
北 川 ⺠ 次 の 約 30 年 ぶ り の 回 顧 展 で す 。 北 川 は メ キ シ コ で 活 動 後 、 東 京 や 愛 知 を
拠 点 に 洋 画 壇 で 活 躍 し 、 ⼦ ど も の 美 術 教 育 や 壁 画 制 作 に も 挑 み ま し た 。 絵 画 約
70 点 を 含 む 約 180 点 の 作 品 と 資 料 に よ っ て 作 家 の実像に 迫 り ま す 。  
 
【 150 ⽂字程度】  
北 川 ⺠ 次 （ 1894-1989） の 約 30 年 ぶ り の ⼤ 規 模 な 回 顧 展 で す 。 北 川 は 1920-30
年 代 の メ キ シ コ で 画 家 ・ 美 術 教 育 者 と し て 活 動 後 、 東 京 や 愛 知 を 拠 点 に 洋 画 壇
で 活 躍 し 、 ⼦ ど も の 美 術 教 育 や 壁 画 制 作 に も 挑 み ま し た 。 本 展 で は 、 北 川 が メ
キ シ コ 時 代 に 交 流 し た 作 家 や 美 術 運 動 と の 関 わ り も 視 野 に ⼊ れ な が ら 、 約 180
点 の 作 品 と 資 料 に よ っ て 作 家 の実像に 迫 り ま す 。  
 
【 200 ⽂字程度】  
北 川 ⺠ 次 （ 1894-1989） の 約 30 年 ぶ り の 回 顧 展 で す 。 1920-30 年 代 の メ キ シ コ
で 画 家 ・ 美 術 教 育 者 と し て 活 動 し た 北 川 ⺠ 次 。 帰 国 後 は 、 東 京 や 愛 知 を 拠 点 に
洋 画 壇 で 活 躍 し 、 ⼦ ど も の 美 術 教 育 や 壁 画 制 作 に も 挑 み ま し た 。 本 展 で は 、 絵
画 作 品 約 70 点 を 含 め 約 180 点 の 作 品 と 資 料 に よ っ て 、 北 川 が メ キ シ コ で 学 び ⽇
本 へ 帰 国 後 も ⼤事に持ち続 け た も の を 再 考 し ま す 。 洋 画 家 ・ 壁 画 家 ・ 絵 本 制 作
者 ・ 美 術 教 育 者 な ど 多 彩 な 側 ⾯ を も つ 北 川 ⺠ 次 の実像に 迫 る 展 覧 会 で す 。  
 

展覧会紹介⽂例 


